
●全国学力学習状況調査（小学校第６学年・中学校第３学年）

課題が見られた問題の概要 正答率 調査結果を踏まえた成果 調査結果を踏まえた課題

知識及び技能の情報の扱い方に関する事項 43.5

思考、判断力、表現力の書くこと 43.5

学習指導要領の領域　Ｂ図形 44.6

学習指導要領の領域　C関数 40.9

評価の観点　知識・技能 61.8

問題形式　短答式 65.8

理科 評価の観点　知識・技能 46.1

本時の目標を毎時間提示し、理
解すべき点を明確にしていること
が結果に結びついていると考えら
れる。

すべて全国平均を上回った
が、今まで以上に知識が定着
するよう、繰り返し学習をして
いく。
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一項目を除いて都、全国の平
均を上回った。自分の考えが
伝わる文章になるように、根
拠を明確にして書くことが全国
の正答率を３ポイント下回っ
た。

情報の整理し、根拠を明確に
しながら、自分の考が伝わる
ように簡潔にまとめる力を育
成していくことが課題である。

A数と式、Ｄデータの活用につ
いては、全国及び都の平均を
上回った。習熟度別少人数指
導の取組の成果と推定でき
る。

Ｂ図形では都の平均を、Ｃ関
数では全国及び都の平均を
下回った。図形や関数につい
ての基本的な知識の理解や、
与えらえた情報を適切に読み
取り、考察するなどの取組を
繰り返し行っていく必要があ
る。
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